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前 記音 声イベ ン トと前記 指定 され た前記撮像 タイ ミングデ一

タの遅延時間に基 づ き、前記仮 画像 蓄積部 の 中か ら前記音声 ィベ ン トょ リ前の 時刻 に撮像 され た静止画 を
選択す る仮画像選択部 （2 0 4 ) と、 を含む撮像装置 （1 0 ) を構 成す る。



明 細 書

発明の名称 ：撮像装置及び情報処理装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、撮像装置及び情報処理装置に関する。

背景技術
[0002] 現在、カメラの分野では、音声を認識する機能を持ったものがある。この

ようなカメラは、例えば、認識 した音声から、 「はい、チーズ」といった、

予め設定されている言葉を抽出する。そして、抽出された言葉が発話された

タイミングから一定の時間が経過 した後、自動的にシャッターが押下される

ように動作する。

上記 したカメラは、例えば、特許文献 1 に記載されている。特許文献 1記

載の発明によれば、カメラの操作者は、被写体の動作に合わせた自然な写真

を撮影することが可能になる。また、特許文献 1 には、発話のタイミングか

らシャッターが押下されるまでの時間 （以下、遅延時間と記す）を任意に設

定することが記載されている。

先行技術文献

特許文献
[0003] 特許文献 1 ：特開平 1 — 1 9 1 8 4 0 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題
[0004] しかしながら、上記 した公知のカメラは、発話 してから一定の時間が経過

した後の時刻に撮像が開始されるものである。そのため、既に撮像タイミン

グを逃 してしまった場合には対処できない。

撮像タイミングを逃さない方法として、ユーザが指示 したタイミングにお

ける撮像以外にも静止画を自動で撮像 しておき、自動撮像 した画像をメモリ

に記憶させておく方法が考えられる。 しかし、この方法の場合、ユーザは自

動撮像された大量の画像の中から自分の望む画像を探 し出す必要があり、ュ



—ザに多大な手間を強いることとなる。

本発明は、このような点に鑑みてなされたものであり、撮像タイミングを

逃すことなく、且つ、ユーザに多大な手間を強いることなくユーザが望む画

像を提示することが可能な撮像装置及び情報処理装置を提供することにある

課題を解決するための手段

[0005] 本発明の一態様は、取得 した音声を音声データとして出力する音声取得部

(例えば図 1 に示す音声取得部 1 0 2 ) と、ユーザの撮像指示により静止画

を撮像する機能と、ユーザの撮像指示以外に自動で静止画を撮像する機能と

、を有する撮像部 （例えば図 1 に示す撮像部 1 0 1 ) と、を備える撮像装置

であって、前記撮像部が自動で連続 して撮像 した静止画の画像データが記憶

される仮画像蓄積部 （例えば図 1 に示す仮画像蓄積部 1 0 4 ) と、音声情報

と遅延時間情報とが関連付けられた撮像タイミングデータが記憶された撮像

タイミングデータ記憶部 （例えば図 1 に示す撮像タイミングデータ記憶部 2

0 1 ) と、前記音声取得部が出力する前記音声データに基づいて、前記撮像

タイミングデータ記憶部に記憶された複数の撮像タイミングデータの中から

、前記音声取得部が出力する前記音声データに対応する音声情報が含まれる

撮像タイミングデータを指定する撮像タイミングデ一タ指定部 （例えば図 1

に示す撮像タイミングデータ指定部 2 0 2 ) と、前記音声データから音声の

開始、音声の終了、音声認識処理の開始、音声認識処理の終了の何れかを示

す音声イベン トを検出する音声ィベン 卜検出部 （例えば図 1 に示す音声ィべ

ン 卜検出部 2 0 3 ) と、前記音声イベン トと前記撮像タイミングデータ指定

部により指定された前記撮像タイミングデータの遅延時間に基づき、前記仮

画像蓄積部の中から前記音声イベン トより前の時刻に撮像された静止画を選

択する仮画像選択部 （例えば図 1 に示す仮画像選択部 2 0 4 ) と、を備える

ことを特徴とする撮像装置、である。

[0006] 前記音声ィベン 卜検出部は前記音声データから音声の開始または終了を示

す音声ィベン 卜を検出するようになっていてよい。



前記撮像部が撮像する静止画を表示する画像表示部 （例えば図 1 に示す画

像表示部 2 0 5 ) と、前記撮像部が撮像する静止画を記憶する画像記憶部 （

例えば図 1 に示す画像記憶部 1 0 3 ) と、をさらに備えていてよい。

前記画像表示部は、前記仮画像蓄積部に記憶される静止画のうち、前記仮

画像選択部が選択 した静止画と、前記仮画像選択部が選択 した静止画が撮像

された時刻の前後の時刻に撮像された静止画と、を表示するようになってい

てよい。

前記画像記憶部は、前記画像表示部が表示する静止画の中からユーザが指

定 した静止画の画像デ一タを記憶するようになっていてよい。

[0007] さらに、前記画像表示部が表示する静止画の中からユーザが指定 した静止

画が撮像された時刻と、前記音声ィベ ン 卜検出部によって検出された音声ィ

ベン トと、の発生時間差である遅延時間を計測する遅延時間計測部 （例えば

図4 に示す遅延時間計測部 2 1 1 ) と、前記遅延時間計測部によって計測さ

れた遅延時間に関する遅延時間情報と、前記音声取得部が出力する前記音声

データに基づく音声情報とを関連付けた撮像タイミングデータを生成する撮

像タイミングデ一タ生成部 （例えば図4 に示す撮像タィミングデ一タ生成部

2 1 2 ) と、を備え、前記撮像タイミングデータ記憶部は、前記撮像タイミ

ングデータ生成部が生成する前記撮像タイミングデータが記憶されるように

なっていてよい。

[0008] 前記撮像部のユーザの撮像指示による撮像の撮像開始イベン トを検出する

撮像開始ィベ ン 卜検出部 （例えば図 5 に示す撮像開始ィベ ン 卜検出部 2

) と、前記撮像開始イベン ト検出部によって検出された撮像開始イベン トと

、前記音声イベン ト検出部によって検出された音声イベン トと、の発生時間

差である遅延時間を計測する遅延時間計測部 （例えば図 5 に示す遅延時間計

測部 2 2 2 ) と、前記遅延時間計測部によって計測された遅延時間に関する

遅延時間情報と、前記音声取得部が出力する前記音声データに基づく音声情

報と、を関連付けた撮像タイミングデータを生成する撮像タイミングデ一タ

生成部 （例えば図 5 に示す撮像タイミングデータ生成部 2 2 3 ) と、を備え



、前記撮像 タイミングデータ記憶部 は、前記撮像 タイミングデータ生成部が

生成する前記撮像 タイ ミ ングデ一タが記憶 されるようにな つていてよい。

[0009] 前記音声 イベ ン ト検 出部が検 出する前記音声 イベ ン トと、 前記撮像 タイ ミ

ングデータ指定部 によ り指定された前記撮像 タイミングデータの遅延時間 と

に基づ き、前記撮像部の撮像 タイミングを設定する撮像動作設定部 （例 えば

図 6 に示す撮像動作設定部 2 3 1 ) 、 を備 えていてよい。

前記撮像動作設定部 は、前記撮像 タィミングを前記音声ィべ ン 卜よ り後の

時刻 にタイミングを設定するようにな っていてよい。

前記撮像動作設定部が設定する前記撮像 タイミングに したが って前記撮像

部が撮像 したデータが前記画像記憶部 に保存 されなか った場合、前記撮像 タ

ィミングデータ指定部 によって指定された前記撮像 タイミングデータに含 ま

れる遅延時間情報 を修正する遅延時間修正部 （例 えば図 7 に示す遅延時間修

正部 2 4 ) を備 えていてよい。

[001 0] 本発明の他の態様 は、取得 した音声 を音声データと して出力する音声取得

部 （例 えば図 9 に示す音声取得部 1 0 2 ) と、ユーザの撮像指示 によ り静止

画 を撮像する機能 を有する撮像部 （例 えば図 9 に示す撮像部 1 0 1 ) と、 を

備 える撮像装置 に組込 まれる情報処理装置 （例 えば図 9 に示す情報処理装置

1 0 0 ) であ って、前記音声取得部か ら出力される音声データか ら音声の開

始 または終 了を示す音声イベ ン トを検 出する音声ィベ ン 卜検 出部 （例 えば図

9 に示す音声イベ ン ト検 出部 2 0 3 ) と、ュ一ザの撮像指示 による撮像部の

撮像開始イベ ン トを検 出する撮像開始ィベ ン 卜検 出部 （例 えば図 9 に示す撮

像開始ィベ ン 卜検 出部 2 2 1 ) と、撮像開始ィベ ン 卜検 出部 によって検 出さ

れた撮像開始イベ ン トと、音声ィベ ン 卜検 出部 によって検 出された音声ィべ

ン 卜と、の発生時間差である遅延時間を計測する遅延時間計測部 （例 えば図

9 に示す遅延時間計測部 2 2 2 ) と、遅延時間計測部 によって計測 された遅

延時間に関する遅延時間情報 と、音声取得部が出力する音声データに基づ く

音声情報 とを関連付 けた撮像 タイミングデータを生成する撮像 タイミングデ

—タ生成部 （例 えば図 9 に示す撮像 タイミングデータ生成部 2 2 3 ) と、前



記撮像タイミングデ一タ生成部によって生成された撮像タイミングデ一タが

記憶される撮像タィミングデ一タ記憶部 （例えば図 9 に示す撮像タイミング

データ記憶部 2 0 1 ) と、を備えることを特徴 とする情報処理装置、である

発明の効果

[001 1] 本発明の一態様によれば、撮像タイミングを逃すことな く、且つ、ユーザ

に多大な手間を強いることな くユーザが望む画像を提示することが可能な撮

像装置及び情報処理装置を提供することが可能となる。

図面の簡単な説明

[001 2 ] [ 図 1] 本発明の第 1 実施形態の撮像装置の構成を説明するための機能プロック

図の一例である。

[ 図2] 本発明の第 1 実施形態の撮像タイミングデータを例示 した図である。

[ 図3] 本発明の第 1 実施形態の撮像装置の動作を説明するためのフローチ ヤ一

卜の一例である。

[ 図4] 本発明の第 2 実施形態の撮像装置の構成を説明するための機能プロック

図の一例である。

[ 図5] 本発明の第 3 実施形態の撮像装置の構成を説明するための機能プロック

図の一例である。

[ 図6] 本発明の第 4 実施形態の撮像装置の構成を説明するための機能プロック

図の一例である。

[ 図7] 本発明の第 5 実施形態の撮像装置の構成を説明するための機能プロック

図の一例である。

[ 図8] 本発明の第 6 実施形態の撮像装置の構成を説明するための機能プロック

図の一例である。

[ 図9] 本発明の第 7 実施形態の情報処理装置の構成を説明するための機能プロ

ック図の一例である。

発明を実施するための形態

[001 3 ] 以下、本発明の第 1 〜第 7 実施形態を説明する。



(第 1 実施形態）

図 1 は、第 1 実施形態の撮像装置 1 0 の構成 を説明するための機能 プロッ

ク図の一例 である。 なお、第 1 実施形態の撮像装置 1 0 は、静止画像 を撮像

するカメラであるもの とする。

[00 14 ] (撮像装置の構成）

図 1 に示 した構成 は、撮像装置 1 0 に組み込 まれたカメラ部 1 と、撮像 シ

ステム 2 とを示 している。 カメラ部 1 は、主 にハー ドウェア構成 である。 ま

た、撮像 システム 2 は、 図示 しない撮像装置 1 0 の メモ リに保存 されている

データと、撮像装置 1 0 の図示 しない C P U (Cent r a l Process i ng Un i t ) や

メモ リを有 する公知のマイクロコンピュータによって構成 されている。

[001 5] ( カメラ部 1 )

図 1 に示 したように、 カメラ部 1 は、撮像部 1 0 1 、発話等 によって生 じ

る音声のデータ （音声データ） を取得 する音声取得部 1 0 2 、撮像 された画

像 のデータを記憶 する画像記憶部 1 0 3 と、仮画像蓄積部 1 0 4 と、 を備 え

ている。 なお、 「発話等」 には発話の他、犬笛な ど音 を発する道具 か ら発せ

られ る音声 を含むもの とする。

[001 6] (撮像部 1 0 )

撮像部 1 0 1 は レンズやその制御部 によって構成 され る。撮像部 1 0 1 は

、 ユーザの撮像指示 によ り静止画 を撮像 する機能 と、 ユーザの撮像指示以外

に自動で連続 して静止画 を撮像 する機能 と、 の両方の機能 を備 えている。 自

動で連続 して静止画 を撮像 する機能 は、常 に動作 していてもよ く、 また、 ュ

—ザの指示 に基づいて動作が開始 されてもよい。

[001 7] (音声取得部 1 0 2 )

音声取得部 1 0 2 は、 アナ ログ入力 された音声 をデジタル に変換 して解析

した結果 を音声データと して出力する。具体的には、音声取得部 1 0 2 は、

音声 を入力 し、入力 された音声 に対 してアナ ログデジタル変換 を行 った後 に

、 フー リエ変換等 を使 って解析 し、音声データにする構成 を備 える。 この音

声データに対 して隠れマル コフモデル （以下 「H M M 」 と呼ぶ） を利用 して



音声認識処理 を行 うことによ り、予め定め られた音素列の中で最 も尤 も ら し

い音素列 を抽 出することがで きる。第 1 実施形態では、一例 と して、 この抽

出された音素列 （あるいは発音記号列の場合 も想定で きる） を音声情報 と し

ている。 なお、 H M M による音声認識処理 は、公知の技術 であるか ら、 これ

以上の詳細な説明を省 くもの とする。第 1 実施形態でい う音声デ一タとは、

音声 をアナ ログデジタル変換 した後 に、 フー リエ変換等 を使 って解析 したデ

—タ群 である。

[001 8] (画像記憶部 1 0 3 )

画像記憶部 1 0 3 は、画像 をデータと して蓄積 するメモ リと、 このメモ リ

の動作 を制御 するプログラム とか ら構成 され る。

画像記憶部 1 0 3 は、撮像部 1 0 1 が撮像 した画像 を非一時的に保存 する

。具体的には、ュ一ザの撮像指示 によ り撮像部 1 0 1 が撮像 した静止画や後

述の仮画像蓄積部 1 0 4 に記憶 された静止画の中か らュ一ザが選択 した画像

な どが画像記憶部 1 0 3 に非一時的なデータと して記憶 され る。画像記憶部

1 0 3 には、撮像部 1 0 1 が撮像 した静止画の画像データとその静止画が撮

像 された時刻 とが対応付 けて記憶 され るようにな つていてもよい。

[001 9] (仮画像蓄積部 1 0 4 )

仮画像蓄積部 1 0 4 は、画像 をデータと して蓄積 するメモ リと、 このメモ

リの動作 を制御 するプログラム とか ら構成 され る。

仮画像蓄積部 1 0 4 には、撮像部 1 0 1 が 自動で撮像 した静止画の画像デ

—夕と撮像 した時刻 とが対応づけ られたデータが記憶 され る。仮画像蓄積部

0 4 に記憶 され るデータはメモ リ容量の観点か ら、一定時間後 に破棄 され

ることが好 ま しい。 この一定時間は、後述の撮像 タイ ミングデータ記憶部 2

0 に記憶 され る遅延時間を考慮 して設定 され ることが好 ま しい。

[0020] 上述の 「撮像 した時刻」は、例 えば、 カメラが内蔵する時計 によ り計測 さ

れ る。

なお、 この 「撮像 した時刻」 とはカメラが内蔵する時計 によ り計測 された

時刻 そのもの （絶対時刻）でもよい し、 カメラ起動時や撮像 開始時点 を起点



と した経過時間 （相対時間）でもよい。

また同様 に、 メモ リ容量や処理量の観点か ら、撮像部 1 0 1 が自動で撮像

した静止画は、ュ一ザの撮像指示により撮像 した静止画よりも画質 （解像度

フ ォー カス） を落 と して仮画像蓄積部 1 0 4 に記憶 されることが好ま しい

[0021 ] また、 メモ リ容量や処理量の観点か ら、撮像部 1 0 1 が自動で撮像 した静

止画の仮画像蓄積部 1 0 4 への記憶は、後述する音声イベ ン ト検出部 2 0 3

により音声ィベ ン 卜が検出される前の時刻でのみ記憶 され、音声ィベ ン 卜が

検出された後 には記憶 されないことが好ま しい。

撮像 シ ステ ム 2 は、撮像 タイ ミ ングデ一タ記憶部 2 0 1 と、撮像 タイ ミ ン

グデータ指定部 2 0 2 と、音声イベ ン ト検出部 2 0 3 と、仮画像選択部 2 0

4 と、画像表示部 2 0 5 と、か ら構成 される。

[0022] (撮像 タイミングデータ記憶部 2 0 )

撮像 タイミングデータ記憶部 2 0 には、音声情報 と遅延時間情報 とが関

連付けられた撮像 タィミ ングデ一タが記憶 されている。図 2 は、撮像 タィミ

ングデータを例示 した図である。図 2 に示 した撮像 タイミングデータは、遅

延時間に関する情報である遅延時間情報 と、音声に関する音声情報 （たとえ

ば音素列や発音記号列） とその I D 番号で構成 される。なお、第 1 実施形態

では、音声に関する音声情報 とその I D 番号の組を音声認識辞書データとす

る。

[0023] 図 2 に示 した撮像 タイミングデータでは、 I D 番号 1 の音声認識辞書デ一

タと して、 「戻 って」を発話 して得 られる音声情報 （たとえば発音記号列 「

もどって」）が格納 され、撮像 タイミングデータはこの I D 番号 1 に 「_ 2

秒」の遅延時間情報 を対応付けて構成 されている。

また、 I D 番号 2 の音声認識辞書データと して、 「ち ょっと戻 って」を発

話 して得 られる音声情報 （たとえば発音記号列 「ち ょっともどって」）が格

納 され、撮像 タイミングデータはこの I D 番号 2 に 「_ 1 秒」の遅延時間情

報 を対応付けて構成 されている。



[0024] 撮像タィミングデータには、遅延時間情報がマイナスのものだけではなく

プラスのものが含まれてもよい。例えば、 I D番号 3 の音声認識辞書データ

として、 「チーズ」を発話 して得 られる音声情報 （たとえば発音記号列 「ち

いず」）が格納され、撮像タイミングデータはこの I D番号 3 に 「+ 2 秒」

の遅延時間情報を対応付けて構成されていてもよい。

[0025] (撮像タイミングデータ指定部 2 0 2 )

音声取得部 1 0 2 が出力する音声データと、撮像タイミングデータに含ま

れる （I D番号で紐付けられた）音声情報とに基づいて、撮像タイミングデ

- タ記憶部 2 0 が記憶する複数の撮像タイミングデータの中から、音声取

得部 1 0 2 が出力する音声データを音声認識処理 した結果最も尤もらしい音

声情報が含まれる一つの撮像タイミングデータを指定する。

音声取得部 1 0 2 の出力から得 られる音声データから最も尤もらしい音声

情報を選出する音声認識処理についてはH M Mを利用 した音声認識処理にお

ける尤度比較など公知の方法を用いればよいので、説明を省略する。

[0026] (音声ィベン 卜検出部 2 0 3 )

音声イベン ト検出部 2 0 3 は、音声データから音声の開始、音声の終了、

音声認識処理の開始、音声認識処理の終了の何れかを示す音声イベン トを検

出する。具体的には、音声イベン ト検出部 2 0 3 は、音声取得部 1 0 2 が出

力する音声データを受け取り、音声イベン トと音声ィベン 卜が発生 した時刻

とを検出する。本明細書では、発話等の開始を発話開始イベン トとし、発話

等の終了を発話終了イベン トとし、音声認識処理の開始を音声認識処理開始

イベン トとし、音声認識処理の終了を音声認識処理終了イベン トとする。そ

して、これら発話開始イベン トと発話終了イベン トと音声認識処理開始ィべ

ン 卜と音声認識処理終了イベン トとを合わせて音声イベン トとする。

[0027] 第 1実施形態では、音声イベン ト検出部 2 0 3 は、音声取得部 1 0 2 が出

力する音声データ （音声信号）のエネルギーまたはエネルギーの変化の度合

いが初めて第 1 の閾値を超えたことを発話等の開始として検知する。また、

音声信号のエネルギーまたはエネルギーの変化の度合いが第 2 の閾値を下回



ることを発話等の終 了と して検知 し、 その時刻 を出力する。

[0028] 発話開始イベ ン トと同時 または前記第 1 の閾値 を超 えることを一定回数連

続 して検 出 した ことを以て音声認識処理開始イベ ン トと し、 また発話終 了ィ

ベ ン トと同時 または発話終 了ィベ ン 卜か ら一定時間経過 した後 に処理結果 を

確定 したタイミングを以て音声認識処理終 了イベ ン トと し、 それ らの時刻 を

出力する。

なお、音声イベ ン ト検 出部 2 0 3 が検 出する音声イベ ン トと して、発話開

始イベ ン トと発話終 了イベ ン トと音声認識処理開始イベ ン トと音声認識処理

終 了イベ ン トが挙 げ られるが、音声イベ ン トと しては、発話開始イベ ン トと

発話終 了イベ ン トの どち らかを使用することが好 ま しい。 これは、発話開始

イベ ン トと発話終 了ィベ ン 卜の どち らかを使用 した場合の方がよ りユーザが

望む画像 を提示する可能性が高 くなるためである。

[0029] (仮画像選択部 2 0 4 )

仮画像選択部 2 0 4 は、音声ィベ ン 卜検 出部 2 0 3 が検 出する音声ィベ ン

卜と撮像 タイミングデ一タ指定部 2 0 2 が指定する撮像 タイミングデータの

遅延時間 とに基づ き、仮画像蓄積部 1 0 4 の中か ら音声イベ ン トよ り前の時

刻 に撮像 された静止画 を選択する。

具体的には、仮画像選択部 2 0 4 は、仮画像蓄積部 1 0 4 に含 まれる静止

画の うち、音声ィベ ン 卜検 出部 2 0 3 が検 出する音声ィベ ン 卜の時刻か ら撮

像 タイミングデータ指定部 2 0 2 が指定する撮像 タイミングデータの遅延時

間分だけ遡 った時刻 に対 し、最 も近い時刻 に撮像 された静止画 を選択する。

ただ し、必ず しも最 も近い時刻 に撮像 された静止画のみを選択する必要はな

く、多少時刻が前後 した時刻 に撮像 された静止画 も含めて選択 しても良い。

[0030] (画像表示部 2 0 5 )

画像表示部 2 0 5 は撮像部 1 0 1 が撮像 した静止画 を表示する。画像表示

部 2 0 5 には、仮画像蓄積部 1 0 4 に記憶 される静止画の うち、仮画像選択

部 2 0 4 が選択 した 1枚あるいは複数枚の静止画が表示 される。

仮画像選択部 2 0 4 が選択 した画像の他、仮画像蓄積部 1 0 4 に保存 され



た 静 止 画 の 一 部 又 は 全 部 を 合 わ せ て 表 示 さ せ て も よ い 。 表 示 の 際 に は 、 撮 像

さ れ た 時 刻 の 昇 順 ま た は 降 順 に 表 示 さ せ る こ と が 好 ま しい 。

画 像 表 示 部 2 0 5 は 、 例 え ば タ ツ チ パ ネ ル 機 能 な ど 、 表 示 さ れ た 静 止 画 を

ュ 一 ザ が 選 択 す る た め の 選 択 手 段 を 備 え て お り、 表 示 さ れ た 静 止 画 を ュ 一 ザ

が 選 択 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 そ して 、 画 像 表 示 部 2 0 5 に 表 示 さ れ た 静 止

画 の う ち 、 ユ ー ザ に 選 択 さ れ た 画 像 の デ ー タ は 、 画 像 記 憶 部 1 0 3 に 送 ら れ

非 一 時 的 な デ ー タ と して 画 像 記 憶 部 1 0 3 に 記 憶 さ れ る 。

[0031 ] 次 に 、 以 上 説 明 した 撮 像 装 置 1 0 の 動 作 を 説 明 す る 。

図 3 は 、 第 1 実 施 形 態 の 撮 像 装 置 1 0 の 動 作 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ヤ

- 卜で あ る 。

撮 像 装 置 1 0 で は 、 先 ず 、 ュ 一 ザ の シ ス テ ム 起 動 の 指 示 に 基 づ き 、 撮 像 部

0 の 自 動 連 続 撮 像 が 開 始 さ れ る （ス テ ッ プ S 5 0 1 ) 。

自 動 連 続 撮 像 に よ り撮 像 さ れ た 画 像 は 仮 画 像 蓄 積 部 1 0 4 に 記 憶 さ れ る （

ス テ ツ プ S 5 0 2 ) 。

こ の 状 態 か ら ユ ー ザ が 発 音 す る と 、 音 声 取 得 部 1 0 2 に よ っ て 音 声 が 取 得

さ れ る （ス テ ツ プ S 5 0 3 ) 。

音 声 取 得 部 1 0 2 は 取 得 した 音 声 を 解 析 し、 音 声 デ ー タ に 変 換 し、 音 声 デ

— タ を 音 声 ィ ベ ン 卜検 出 部 2 0 3 と 撮 像 タ イ ミ ン グ デ ー タ 指 定 部 2 0 に 出

力 す る （ス テ ッ プ S 5 0 4 ) 。

[0032] 音 声 イ ベ ン ト検 出 部 2 0 3 は 音 声 取 得 部 1 0 2 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ を 解

析 して 音 声 イ ベ ン トと そ の 発 生 時 刻 を 検 出 す る 。 検 出 した 音 声 イ ベ ン トと そ

の 発 生 時 刻 を 仮 画 像 選 択 部 2 0 4 に 送 信 す る （ス テ ッ プ S 5 0 5 ) 。

撮 像 タ イ ミ ン グ デ 一 タ 指 定 部 2 0 2 は 、 撮 像 タ イ ミ ン グ デ 一 タ 記 憶 部 2 0

1 に 記 憶 さ れ て い る 撮 像 タ イ ミ ン グ デ ー タ に 含 ま れ る 音 声 情 報 と 音 声 取 得 部

1 0 2 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ と を 音 声 認 識 処 理 （HMM に よ る 照 合 処 理 ） す る （

ス テ ツ プ S 5 0 6 ) 。

[0033] そ して 、 音 声 デ ー タ に 対 応 す る 音 声 情 報 を 含 む 撮 像 タ イ ミ ン グ デ ー タ が 記

憶 さ れ て い る 場 合 （ス テ ッ プ S 5 0 6 ：Y e s ) こ の 撮 像 タ イ ミ ン グ デ 一



タを指定 し、指定された撮像タイミングデータの遅延時間情報を仮画像選択

部 2 0 4 に送信する （ステップS 5 0 7 ) 。

なお、対応する音声情報を含む撮像タイミングデータが記憶されていない

場合は （ステップS 5 0 6 ：N o ) 音声取得処理 （ステップS 5 0 3 ) に戻

る。

[0034] 仮画像選択部 2 0 4 は、音声イベン ト検出部 2 0 3 が検出する音声ィベン

卜と撮像タイミングデ一タ指定部 2 0 2 が指定する撮像タイミングデータの

遅延時間とに基づき、仮画像蓄積部 1 0 4 の中から音声イベン トより前の時

刻に撮像された静止画を選択する （ステップS 5 0 8 ) 。詳細には、仮画像

選択部 2 0 4 に記憶される静止画の中から、音声ィベン 卜検出部 2 0 3 が検

出する音声ィベン 卜の発生時刻から撮像タイミングデータ指定部 2 0 2 が指

定する撮像タイミングデータの遅延時間分だけ遡った時刻と最も近い時刻に

撮像された静止画 （及びその前後の時刻に撮像された静止画数枚）を選択す

る。

画像表示部 2 0 5 は仮画像選択部 2 0 4 が選択 した静止画を表示する （ス

テツプS 5 0 9 ) 。

[0035] 以上説明 した第 1実施形態の撮像装置 1 0 によれば、静止画を連続 して自

動で撮像 し、これを記憶 している。そして、ユーザが発 した音声イベン トよ

りも所定の遅延時間分だけ前の時刻に撮像された静止画が、画像表示部 2 0

5 に表示される。そのため、ュ一ザは画像表示部 2 0 5 に表示された静止画

を参照することにより、発声 したタイミングを起点とした所望の時刻におけ

る静止画を得ることができる。つまり、このような構成を採用することで、

所望の撮像タィミング近傍の時刻における静止画を得ることができるため、

撮像タイミングを逃すことなく、且つ、ユーザに多大な手間を強いることな

くユーザが望む画像を提示することができる。

[0036] (第 2 実施形態）

次に、本発明の第 2 実施形態を説明する。

図4 は、第 2 実施形態における撮像装置 1 0 の構成を説明するための機能



プロック図の一例である。

第 2 実施形態における撮像装置 1 0 は、撮像タイミングデータ記憶部 2 0

1 に記憶される撮像タィミングデータを好適に設定することが可能な撮像装

置である。第 2 実施形態における撮像装置 1 0 は、第 1実施形態における撮

像装置 1 0 の構成に加え、遅延時間計測部 2 と、撮像タイミングデータ

生成部 2 2 と、をさらに備える。遅延時間計測部 2 及び撮像タイミン

グデータ生成部 2 1 2 が追加されたことに伴い、撮像タイミングデータ記憶

部 2 0 1 の処理が一部異なること以外は、第 1実施形態における撮像装置 1

0 と同様の機能構成を有するため、同一部の詳細な説明は省略する。

[0037] (遅延時間計測部 2 )

遅延時間計測部 2 は、画像表示部 2 0 5 が表示する複数枚の静止画の

中からユーザが指定 した静止画が撮像された時刻と、音声ィベン 卜検出部 2

0 3 によって検出された音声ィベン 卜と、の発生時間差である遅延時間を計

測する。

具体的には、画像表示部 2 0 5 が表示する静止画の中からユーザが指定 し

た静止画が撮像された時刻が、音声イベン トが発生 した時刻を基準に、 3 .

5 秒遡つた時刻の画像であった場合、遅延時間計測部 2 1 1 はその 「_ 3 .

5 秒」という時刻を計測する。遅延時間計測部 2 1 1 は、計測 した遅延時間

を撮像タイミングデータ生成部 2 2 に出力する。

[0038] (撮像タイミングデータ生成部 2 )

撮像タイミングデータ生成部 2 2 は、遅延時間計測部 2 によって計

測された遅延時間と、音声取得部 1 0 2 が出力する音声データに基づく音声

情報とを関連付けた撮像タイミングデータを生成する。

具体的には、ユーザが音声取得部 1 0 2 に対 し 「戻って」と発話 した場合

、 「戻って」という発話に対応する音声情報 （たとえば発音記号列 「もどつ

て」）が音声取得部 1 0 2 から撮像タイミングデータ生成部 2 2 に出力さ

れ、さらに、遅延時間計測部 2 1 1 が計測 した遅延時間 （例えば、 「_ 3 .

5 秒」）が遅延時間計測部 2 から撮像タイミングデータ生成部 2 2 に



出力される。

撮像 タイミングデータ生成部 2 1 2 は、発音記号列 「もどって」 と 「_ 3

. 5 秒」 とを関連付けた撮像 タイミングデータを生成する。生成 された撮像

タイミングデータは撮像 タイミングデータ記憶部 2 0 に出力され、撮像 タ

ィミングデータ記憶部 2 0 に記憶 される。

[0039] (撮像 タイミングデータ記憶部 2 0 )

この第 2 実施形態における撮像 タイミングデ一タ記憶部 2 0 1 は、撮像 タ

イミングデータ生成部 2 2 が生成 した撮像 タイミングデータを記憶する。

撮像 タイミングデータ記憶部 2 0 内に、撮像 タイミングデータ生成部 2

が生成 した撮像 タィミングデータが保有する音声情報 と同様の音声情報 を

保有する撮像 タイミングデータが既 に記憶 されている場合、撮像 タイミング

データ記憶部 2 0 は、その同様の音声情報 を保有する撮像 タイミングデ一

夕の遅延時間情報 を撮像 タイミングデータ生成部 2 2 が生成 した撮像 タイ

ミングデ一タの遅延時間情報 に修正 してもよい。

[0040] 具体的には、例えば、撮像 タイミングデータ記憶部 2 0 1 内に、既 に音声

情報である発音記号列 「もどって」 と遅延時間情報である 「_ 2 . 0 秒」 と

が関連づけられた撮像 タィミングデ一タが記憶 されているものとする。 さら

に、撮像 タイミングデータ生成部 2 1 2 が生成 した撮像 タイミングデータが

、音声情報である発音記号列 「もどって」 と遅延時間情報である 「_ 3 . 5

秒」 とが関連づけられた撮像 タィミングデ一夕であるとする。

この場合、撮像 タイミングデータ記憶部 2 0 1 は、音声情報である発音記

号列 「もどって」の遅延時間情報 を 「_ 2 . 0 秒」か ら 「_ 3 . 5 秒」にそ

の内容を修正する。

第 2 実施形態の構成 を採用することで、撮像 タイミングデータ記憶部 2 0

に記憶 される撮像 タイミングデータを各ユーザに適 した好適な条件に設定

することが可能 となる。

[0041 ] (第 3 実施形態）

次に、本発明の第 3 実施形態を説明する。



図 5 は、第 3 実施形態における撮像装置 1 0 の構成を説明するための機能

プロック図の一例である。

第 3 実施形態における撮像装置 1 0 は、撮像タイミングデータ記憶部 2 0

1 に記憶される撮像タィミングデータを好適に設定することが可能な撮像装

置である。第 3 実施形態における撮像装置 1 0 は、第 1実施形態における撮

像装置 1 0 の構成に加え、撮像開始イベン ト検出部 2 2 と、遅延時間計測

部 2 2 2 と、撮像タイミングデータ生成部 2 2 3 と、をさらに備える。撮像

開始ィベン 卜検出部 2 と、遅延時間計測部 2 2 2 と、撮像タイミングデ

- タ生成部 2 2 3 とが追加されたことに伴い、撮像タィミングデ一タ記憶部

2 0 の処理が一部異なること以外は、第 1実施形態における撮像装置 1 0

と同様の機能構成を有するため、同一部の詳細な説明は省略する。

[0042] (撮像開始ィベン 卜検出部 2 )

撮像開始ィベン 卜検出部 2 はュ一ザの撮像指示による撮像部 1 0 1 の

撮像開始イベン トとその時刻を検出する。撮像開始ィベン 卜の具体例として

は、撮像部 1 0 1 のシャッターがユーザにより手動で押下されることなどが

該当する。

[0043] (遅延時間計測部 2 2 2 )

遅延時間計測部 2 2 2 は、撮像開始ィベン 卜検出部 2 によって検出さ

れた撮像開始イベン トと、音声ィベン 卜検出部 2 0 3 によって検出された音

声イベン トと、の発生時間差である遅延時間を計測する。

具体例としては、ユーザが 「チーズ」と発話 してから2 秒後に、撮像部 1

0 のシャッターがユーザにより手動で押下された場合、音声イベン トと撮

像開始イベン トとの発生時間差である 「2 秒」が遅延時間計測部 2 2 2 によ

つて計測される。

[0044] (撮像タィミングデ一タ生成部 2 2 3 )

撮像タィミングデ一タ生成部 2 2 3 は、遅延時間計測部 2 2 2 によって計

測された遅延時間と、音声取得部 1 0 2 が出力する音声データとを関連付け

た撮像タイミングデータを生成する。



具体的には、ユーザが音声取得部 1 0 2 に対 し 「チーズ」 と発話 した場合

、 「チーズ」 という発話 に対応する音声情報 （た とえば発音記号列 「ちいず

」）が音声取得部 1 0 2 か ら撮像 タイミングデータ生成部 2 2 3 に出力され

る。 さ らに、遅延時間計測部 2 2 2 が計測 した遅延時間 （例 えば、 「2 秒」

) が遅延時間計測部 2 2 2 か ら撮像 タイミングデータ生成部 2 2 3 に出力さ

れる。

撮像 タイミングデータ生成部 2 2 3 は、発音記号列 「ちいず」 と 「+ 2 秒

」 とを関連付 けた撮像 タイミングデータを生成する。生成 された撮像 タイミ

ングデ一タは撮像 タイミングデ一タ記憶部 2 0 1 に記憶 される。

[0045] (撮像 タイミングデータ記憶部 2 0 )

撮像 タイミングデ一タ記憶部 2 0 は撮像 タイミングデ一タ生成部 2 2 3

が生成 した撮像 タイミングデータを記憶する。撮像 タイミングデ一タ記憶部

2 0 内に、撮像 タイミングデータ生成部 2 2 3 が生成 した撮像 タイミング

データが保有する音声情報 と同様の音声情報 を保有する撮像 タイミングデー

夕が既 に記憶 されている場合、撮像 タイミングデータ記憶部 2 0 はその同

様の音声情報 を保有する撮像 タイミングデータの遅延時間情報 を撮像 タイミ

ングデ一タ生成部 2 2 3 が生成 した撮像 タィミングデ一タの遅延時間情報 に

修正 してもよい。

第 3 実施形態 における撮像装置 1 0 の構成 を採用することで、撮像 タイミ

ングデ一タ記憶部 2 0 に記憶 される撮像 タイミングデータを各ュ一ザに適

した好適な条件 に設定することが可能 となる。

[0046] (第 4 実施形態）

次 に、本発明の第 4 実施形態 を説明する。

第 4 実施形態 における撮像装置 1 0 は、第 1 〜第 3 実施形態の何れかの実

施形態 における撮像装置 1 0 の構成 に加え、撮像動作設定部 2 3 をさ らに

備 える。

ここでは、第 1実施形態 における撮像装置 1 0 において、 さ らに撮像動作

設定部 2 3 1 を備 える場合 について説明する。なお、第 1実施形態 における



撮像装置 1 0 と同一部には同一符号を付与 し、その詳細な説明は省略する。

図 6 は、第4 実施形態における撮像装置 1 0 の構成を説明するための機能

プロック図の一例である。

[0047] (撮像動作設定部 2 3 )

撮像動作設定部 2 3 は、音声イベン ト検出部 2 0 3 が検出する音声ィべ

ン 卜と、撮像タイミングデ一タ指定部 2 0 2 により指定された撮像タィミン

グデータの遅延時間とに基づき、撮像部 1 0 1 の撮像タイミングを設定する

以下、具体的に説明する。

ここで、撮像タイミングデータ記憶部 2 0 1 に、ユーザが 「チーズ」を発

話 して得 られる音声情報 （たとえば発音記号列 「ちいず」）と、それに対応

する遅延時間情報 （例えば 「+ 2 秒」）が対応付けられた撮像タイミングデ

- タが記憶されているとする。

そして、ユーザが音声取得部 1 0 2 に対 して 「チーズ」を発話すると、音

声取得部 1 0 2 は 「チーズ」に対応する音声データを音声イベン ト検出部 2

0 3 と、撮像タイミングデータ指定部 2 0 2 と、に出力する。

[0048] 音声イベン ト検出部 2 0 3 は、音声取得部 1 0 2 から出力される音声デ一

タを用いて音声ィベン 卜とその時刻を検出する。検出した音声ィベン 卜の時

刻を撮像動作設定部 2 3 に出力する。

撮像タイミングデータ指定部 2 0 2 は、音声取得部 1 0 2 が出力する音声

データと、撮像タイミングデータに含まれる音声情報とに基づいて音声認識

処理を行い、撮像タイミングデータ記憶部 2 0 が記憶する複数の撮像タイ

ミングデータの中から最も尤もらしい音声情報を持つ撮像タイミングデ一タ

を指定 し、その撮像タイミングデータに含まれる遅延時間を撮像動作設定部

2 3 に出力する。本具体例では、 「+ 2 秒」という遅延時間が撮像動作設

定部 2 3 に出力される。

[0049] 撮像動作設定部 2 3 は、音声ィベン 卜の発生時刻から2 秒経過 した時刻

に撮像するように撮像部 1 0 1 に指令を与える。この時、音声イベン トの発



生時刻か ら遅延時間経過後の前後の時刻 においても撮像するように撮像部 1

0 に指令 を与えてもよい。

撮像動作設定部 2 3 が撮像 タイミングを設定する場合は、撮像 タイミン

グデータ指定部 2 0 によ り指定された撮像 タイミングデータの遅延時間が

正の場合、つまり、音声イベ ン トよ り後の時刻 に撮像 タイミングが設定され

ることとなる。撮像動作設定部 2 3 の指令 に基づ き撮像部 1 0 1 が撮像 し

た画像データは画像記憶部 1 0 3 に記憶 される。撮像動作設定部 2 3 の指

令 に基づ き撮像部 1 0 1 が撮像 した画像デ一タはュ一ザの望む画像である可

能性が高いので、撮像動作設定部 2 3 の指令 に基づ き撮像部 1 0 1 が撮像

した画像データは、撮像部 1 0 1 が 自動連続撮像 した画像データよ りも高画

質 （解像度 ' フォーカス）のデータとすることが好 ま しい。

第 4 実施形態の構成 を採用することで、音声イベ ン トに応 じて、好適なタ

イミングで自動的に撮像部 1 0 1 による撮像 を行 うことがで きる。

[0050] (第 5 実施形態）

次 に、本発明の第 5 実施形態 を説明する。

図 7 は、第 5 実施形態 における撮像装置 1 0 の構成 を説明するための機能

プロック図の一例である。

第 5 実施形態 における撮像装置 1 0 は、第 4 実施形態 における撮像装置 1

0 の構成 に加え、遅延時間修正部 2 4 1 をさ らに備 える。遅延時間修正部 2

4 を追加 した ことに伴 い、画像記憶部 1 0 3 の処理が一部異なること以外

は、第 4 実施形態 における撮像装置 1 0 と同様の機能構成 を有するため、同

一部の詳細な説明は省略する。

[0051 ] (画像記憶部 1 0 3 )

この第 5 実施形態 における画像記憶部 1 0 3 は、撮像動作設定部 2 3 が

撮像 タイミングを設定 し、撮像部 1 0 1 が撮像 した画像 を、画像データと し

て蓄積する。 そ して、撮像 された画像が蓄積 されたか、あるいは破棄 された

かを検 出することがで きる。

画像記憶部 1 0 3 は、画像データが蓄積 されずに破棄 された場合、画像破



棄通知を遅延時間修正部 2 4 に通知する。

[0052] (遅延時間修正部 2 4 )

遅延時間修正部 2 4 は、撮像動作設定部 2 3 が設定する撮像タイミン

グにより撮像部 1 0 1 が撮像 したデータが蓄積されなかった場合、撮像タイ

ミングデ一タ指定部 2 0 2 によつて指定された撮像タィミングデ一夕に含ま

れる遅延時間情報を修正する。詳細には、遅延時間修正部 2 4 1 は、画像記

憶部 1 0 3 から出力される画像破棄通知を受けると、撮像タイミングデータ

記憶部 2 0 に記憶されている撮像タィミングデ一タのうち、撮像タイミン

グデータ指定部 2 0 2 が指定する撮像タイミングデータの遅延時間を修正す

る。

[0053] このような構成は、撮像された画像が破棄されたことにより、遅延時間が

不適切であったことを推定するものである。そして、設定されている遅延時

間の間に撮像部 1 0 1 のシャッターがユーザにより手動で押下されなかった

ことによって、現在設定されている遅延時間が適切な遅延時間よりも短かつ

たと推定し、撮像タイミングデータの遅延時間を延長するように修正する。

そのため、撮像動作設定部 2 3 が設定する撮像タイミングを各ユーザに

適 した好適なタイミングに設定することができる。

[0054] また、第 5 実施形態では、撮像タイミングデータごとに、画像データが破

棄または蓄積された回数や頻度を記録 しておくようにしてもよい。そして、

設定されている遅延時間について画像データが破棄された回数や頻度が閾値

よりも低い場合、遅延時間を修正しないようにすることができる。このよう

にすれば、遅延時間とは異なる他の原因によってたまたま画像デ一タが破棄

された場合、適正に設定されていた遅延時間が変更されることを防ぐことが

できる。

[0055] さらに、上記 した第 5 実施形態の遅延時間の延長は、例えば、修正前の遅

延時間を一定の比率で大きくする、修正前の遅延時間に一定の時間を加算す

ることによって実現できる。また、上記 した一定の比率や一定の時間を、画

像データが過去に破棄または保存された回数や頻度に応 じて変更することも



できる。変更は、画像データが破棄された回数が大きいほど一定の比率や一

定の時間を大きく設定するように行ってもよい。

[0056] (第 6 実施形態）

次に、本発明の第 6 実施形態を説明する。

図 8 は、第 6 実施形態における撮像装置 1 0 の構成を説明するための機能

プロック図の一例である。

第 6 実施形態における撮像装置 1 0 は、第4 実施形態又は第 5 実施形態に

おける撮像装置 1 0 の構成に加え、さらに画像解析部 2 5 を備える。ここ

では、第4 実施形態における撮像装置 1 0 において、画像解析部 2 5 を追

加 した場合について説明する。

なお、画像解析部 2 5 を追加 したことに伴い、撮像動作設定部 2 3 の

処理が一部異なること以外は、第4 実施形態における撮像装置 1 0 と同様の

機能構成を有するため、同一部の詳細な説明は省略する。

[0057] (画像解析部 2 5 )

画像解析部 2 5 は、撮像部 1 0 1 によって撮像された画像から、撮像対

象の形態変化に関する形態変化情報を抽出する。形態変化とは、撮像対象の

外観が変化することをいい、人物の表情の変化や動物の姿勢の変化が該当す

る。形態変化の検出は、撮像装置等の分野において公知の技術であるから、

これ以上の説明を省 く。

画像解析部 2 5 1 は、例えば、人物が笑顔になったことを検出すると、検

出結果を撮像動作設定部 2 3 に通知する。

[0058] (撮像動作設定部 2 3 )

撮像動作設定部 2 3 は、画像解析部 2 5 から、人物が笑顔になったこ

とが通知されると、撮像部 1 0 1 に撮像指示を通知する。この撮像指示は、

撮像の開始の指示に該当し、撮像部 1 0 1 は撮像を開始する。

このような構成によれば、撮像動作設定部 2 3 1 は、設定 した遅延時間が

経過する間にも、人物が笑顔になったことや動物がカメラの方を見たり、芸

をしたりすることを検出することができる。このため、撮像装置 1 0 は、遅



延時間を自動的に設定 した場合であっても、遅延時間経過以前のシャッター

チャンスを逃すことなく、適切なタイミングで撮像を開始することができる

[0059] (第 7 実施形態）

次に、本発明の第 7 実施形態を説明する。

図 9 は、第 7 実施形態における情報処理装置 1 0 0 の構成を説明するため

の機能プロック図の一例である。

第 7 実施形態は、撮像装置等に組み込まれる情報処理装置 1 0 0 に関する

ものであり、第 3 実施形態に記載された撮像装置 1 0 において撮像タイミン

グデータを生成する処理を行う情報処理装置 1 0 0 に着目した実施形態であ

る。図 9 において、第 3 実施形態における図 5 に示す撮像装置 1 0 と同一部

には同一符号を付与 し、その詳細な説明は省略する。

[0060] すなわち、第 7 実施形態は、アナログ入力された音声をデジタルに変換 し

て解析 した結果を音声データとして出力する音声取得部 1 0 2 と、ユーザの

撮像指示により静止画を撮像する機能を有する撮像部 1 0 1 と、を備える撮

像装置 1 0 に組込まれる情報処理装置 1 0 0 である。図 9 において、情報処

理装置 1 0 0 は、音声取得部 1 0 2 から出力される音声データから音声の開

始または終了を示す音声イベン トを検出する音声ィベ ン 卜検出部 2 0 3 と、

ュ一ザの撮像指示による撮像部 1 0 1 の撮像開始イベン トを検出する撮像開

始ィベ ン 卜検出部 2 と、撮像開始ィベ ン 卜検出部 2 によって検出さ

れた撮像開始イベン トと、音声ィベン 卜検出部 2 0 3 によって検出された音

声イベン トと、の発生時間差である遅延時間を計測する遅延時間計測部 2 2

と、遅延時間計測部 2 2 によって計測された遅延時間に関する遅延時間

情報と、音声取得部 1 0 2 が出力する音声データに基づく音声情報とを関連

付けた撮像タイミングデータを生成する撮像タイミングデ一タ生成部 2 2 3

と、前記撮像タイミングデ一タ生成部 2 2 3 によって生成された撮像タイミ

ングデータが記憶される撮像タイミングデータ記憶部 2 0 と、を備えてな

る



音声取得部 1 0 2 と、撮像部 1 0 1 とに関する説明は第 1実施形態 に記載

の説明 と同様なので省略する。

音声イベ ン ト検 出部 2 0 3 、遅延時間計測部 2 2 2 、撮像 タイミングデ一

タ生成部 2 2 3 、撮像 タイミングデータ記憶部 2 0 に関する説明は第 3 実

施形態 に記載の説明 と同様なので省略する。

第 7 実施形態の構成 を採用することで、撮像 タイミングデータ記憶部 2 0

に記憶 される撮像 タイミングデータを各ユーザに適 した好適な条件 に設定

することが可能 となる。

符号の説明

1 0 撮像装置

1 0 1 撮像部

1 0 2 音声取得部

1 0 3 画像記憶部

1 0 4 仮画像蓄積部

2 0 1 撮像 タイミングデ一夕記憶部

2 0 2 撮像 タイミングデ一夕指定部

2 0 3 音声ィベ ン 卜検 出:部

2 0 4 仮画像選択部

2 0 5 画像表示部

2 1 1 遅延時間計測部

2 1 2 撮像 タイミングデ一夕生成部

2 2 1 撮像開始ィベ ン 卜検 出部

2 2 2 遅延時間計測部

2 2 3 撮像 タイミングデ一夕生成部

2 3 1 撮像動作設定部

2 4 1 遅延時間修正部

2 5 1 画像解析部



請求の範囲

[ 請求項 1] 取得 した音声 を音声データと して出力する音声取得部 と、

ユーザの撮像指示 によ り静止画 を撮像する機能 と、ユーザの撮像指

示以外 に自動で静止画 を撮像する機能 と、 を有する撮像部 と、 を備 え

る撮像装置であ って、

前記撮像部が自動で連続 して撮像 した静止画の画像データが記憶 さ

れる仮画像蓄積部 と、

音声情報 と遅延時間情報 とが関連付 け られた撮像 タイミングデータ

が記憶 された撮像 タイミングデータ記憶部 と、

前記音声取得部が出力する前記音声データに基づいて、前記撮像 タ

ィミングデ一タ記憶部 に記憶 された複数の撮像 タイミングデータの中

か ら、前記音声取得部が出力する前記音声データに対応する音声情報

が含 まれる撮像 タイミングデータを指定する撮像 タイミングデ一タ指

定部 と、

前記音声データか ら音声の開始、音声の終 了、音声認識処理の開始

、音声認識処理の終 了の何れかを示す音声ィベ ン 卜を検 出する音声ィ

ベ ン 卜検 出部 と、

前記音声ィベ ン トと前記撮像 タイミングデ一タ指定部 によ り指定さ

れた前記撮像 タイミングデータの遅延時間に基づ き、前記仮画像蓄積

部の中か ら前記音声イベ ン トよ り前の時刻 に撮像 された静止画 を選択

する仮画像選択部 と、

を備 えることを特徴 とする撮像装置。

[ 請求項 2 ] 前記音声ィベ ン 卜検 出部 は前記音声データか ら音声の開始 または終

了を示す音声イベ ン トを検 出することを特徴 とする請求項 1 に記載の

撮像装置。

[ 請求項 3 ] 前記撮像部が撮像する静止画 を表示する画像表示部 と、

前記撮像部が撮像する静止画 を記憶する画像記憶部 と、

をさ らに備 えることを特徴 とする請求項 1 又は請求項 2 に記載の撮



像装置。

[ 請求項4] 前記画像表示部 は、前記仮画像蓄積部 に記憶 される静止画の うち、

前記仮画像選択部が選択 した静止画 と、前記仮画像選択部が選択 した

静止画が撮像 された時刻の前後の時刻 に撮像 された静止画 と、 を表示

することを特徴 とする請求項 3 に記載の撮像装置。

[ 請求項 5] 前記画像記憶部 は、前記画像表示部が表示する静止画の中か らユ ー

ザが指定 した静止画の画像データを記憶することを特徴 とする請求項

3 又 は請求項 4 に記載の撮像装置。

[ 請求項 6] 前記画像表示部が表示する静止画の中か らユ ーザが指定 した静止画

が撮像 された時刻 と、前記音声ィベ ン 卜検 出部 によって検 出された音

声イベ ン トと、の発生時間差である遅延時間を計測する遅延時間計測

部 と、

前記遅延時間計測部 によって計測 された遅延時間に関する遅延時間

情報 と、前記音声取得部が出力する前記音声データに基づ く音声情報

とを関連付 けた撮像 タイミングデータを生成する撮像 タイミングデ一

タ生成部 と、 を備 え、

前記撮像 タイミングデータ記憶部 は、前記撮像 タイミングデータ生

成部が生成する前記撮像 タィ ミ ン グデータが記憶 されるこ とを特徴 と

する請求項 1 か ら請求項 5 の何れか 1 項 に記載の撮像装置。

[ 請求項 7 ] 前記撮像部のユ ーザの撮像指示 による撮像の撮像開始ィベ ン トを検

出する撮像開始ィベ ン 卜検 出部 と、

前記撮像開始ィベ ン 卜検 出部 によって検 出された撮像開始ィベ ン 卜

と、前記音声イベ ン ト検 出部 によって検 出された音声イベ ン トと、の

発生時間差である遅延時間を計測する遅延時間計測部 と、

前記遅延時間計測部 によって計測 された遅延時間に関する遅延時間

情報 と、前記音声取得部が出力する前記音声データに基づ く音声情報

とを関連付 けた撮像 タイミングデータを生成する撮像 タイミングデ一

タ生成部 と、 を備 え、



前記撮像 タイミングデータ記憶部 は、前記撮像 タイミングデータ生

成部が生成する前記撮像 タィ ミ ン グデータが記憶 されるこ とを特徴 と

する請求項 1 か ら請求項 5 の何れか 1 項 に記載の撮像装置。

前記音声ィベ ン 卜検 出部が検 出する前記音声 イベ ン トと、 前記撮像

タイミングデ一タ指定部 によ り指定された前記撮像 タィミングデ一タ

の遅延時間 とに基づ き、前記撮像部の撮像 タィミングを設定する撮像

動作設定部、 を備 えることを特徴 とする請求項 1 か ら請求項 7 の何れ

か 1 項 に記載の撮像装置。

前記撮像動作設定部 は、前記撮像 タィミングを前記音声ィべ ン 卜よ

り後の時刻 にタイミングを設定することを特徴 とする請求項 8 に記載

の撮像装置。

前記撮像動作設定部が設定する前記撮像 タイミングに したが って前

記撮像部が撮像 したデータが前記画像記憶部 に保存 されなか った場合

、前記撮像 タイミングデ一タ指定部 によって指定された前記撮像 タィ

ミングデータに含 まれる遅延時間情報 を修正する遅延時間修正部 を備

えることを特徴 とする請求項 8 又 は請求項 9 に記載の撮像装置。

取得 した音声 を音声データと して出力する音声取得部 と、ユーザの

撮像指示 によ り静止画 を撮像する機能 を有する撮像部 と、 を備 える撮

像装置 に組込 まれる情報処理装置であ って、

前記音声取得部か ら出力される音声データか ら音声の開始 または終

了を示す音声イベ ン トを検 出する音声ィベ ン 卜検 出部 と、

ユーザの撮像指示 による撮像部の撮像開始ィベ ン トを検 出する撮像

開始ィベ ン 卜検 出部 と、

撮像開始ィベ ン 卜検 出部 によって検 出された撮像開始イベ ン トと、

音声ィベ ン 卜検 出部 によって検 出された音声イベ ン トと、の発生時間

差である遅延時間を計測する遅延時間計測部 と、

遅延時間計測部 によって計測 された遅延時間に関する遅延時間情報

と、音声取得部が出力する音声データに基づ く音声情報 とを関連付 け



た撮像 タイミングデータを生成する撮像 タイミングデ一タ生成部 と、

前記撮像 タイミングデータ生成部 によって生成 された撮像 タイミン

グデータが記憶 される撮像 タイミングデータ記憶部 と、

を備 えることを特徴 とする情報処理装置。
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